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入試日程 P日程 出題科目名 小論文

1. 出題の意図

課題文筆者の主張を正確に理解し、その主張に対し共感できる部分、共感しえない部分を整理

し、自己の主張を構成し文章にまとめるということが、小論文試験では必要とされる。 問題文の

筆者がどれほど優れた能カ・知見の持ち主であったとしても、社会科学の分野においては完全無

欠の理論など無いことが前提なのであるから、冷静な思考•分析眼をもって、筆者の主張に対す

る議論の材料、反証の資料を発見することは可能であろう。 そのような主張と反論の相互作用に

より合理的な価値基準が生みだされることになる。

筆者の主張内容を理解した後には、課題文の主題を踏まえたテーマを適切に設定しなければな

らない。 次に、筆者の主張内容をより深めたり、問題文で示されている議論がさらに発展するた

めには何が必要かを考えたりすることが必要である。 そして、自己の価値観と客観的資料に基づ

いて小論文の基本構造を計画し、 新たな領域を切り開くような説得力ある論文を作成すること

を、 解答者は求められている。

筆者は、各国政府の経済政策に対して、中立・公正な立場から批判をする経済の専門家である。

国際社会の中で経済競争に敗北することは、国力の低下につながり、結果としてその国の国民の

生活を不安定にすることになることは間違いない。 しかし、 一方で、その国際競争に負けないよ

うにするための対策も、限度を超えれば一国民の雇用や生活の豊かさを脅かす原因となってしま

う。 地球J:の資源や財が無尽蔵でないことからすれば、それを分け合うシステムを巡って人は競

争することを避けられないというのが現実である。経済に関する自由の保障と滴切な規制とのバ

ランスはどのようなものかという問題は、 課題文の筆者ですら、おそらく唯一無二の正解は導け

ない事柄であろう。 その人類の共通命題ともいうべきテーマを、受験生に共に考え悩んでもらう

ことが、 正に出題意図となっている。

2. 講評

設間Aは、 近年、 日本が直面した経済のグロ ーバル化を解答用紙10行以内にまとめる要約問

題であるから、 長文の要旨を読みとる能力が間われている。 要約間題は、 一般的に、 可能な限り

課題文中の用語をそのまま活用する形で遣い、客観的に記述するほうがよいとされている。受験

生全体の傾向として、 問題Aの解答がふるわない者は少なかった。

設間Bについて、 設間の趣旨を把握できていない解答は少なかったが、 全体として体系立て

た主張・論述に今一歩という小論文が多かったように感じられる。 筆者が、国際経済情勢を綿密

に分析しながら、 最終結論として幾分抽象的な 「月光仮面」や 「国破れて山河あり」等の思考方

法を提言していることに着目し、それは国際経済が深刻な状況にあることを諦めていることを示

唆するものなのか、それとも、容易には答えが出せないものこそが国際経済間題であることを意

味する意図があったのかを、 受験生には検討して欲しかった。 小論文試験においては、 「正答」

が求められているのではなく、結論に至るまでの論証過程、すなわち、事実の指摘、事実の評価、

複数の事実の評価から導きだされる合理的推論（理由付け）、 それら全体の充実具合が評価の対
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